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されている。良性炎症性病変に伴う T2 強調像高信号域は ADC 低値だとの報告
がある一方、乳癌に伴う T2 強調像高信号域は経験上 ADC 高値であるがまとま






が 14病変、良性非炎症性病変が 69病変、悪性炎症性病変が 16病変、悪性非炎
症性病変が 63 病変であった。MRI は腹臥位で乳房専用コイルを用い、T2 強調
像、T1強調像、DWIと、ガドリニウム造影剤を用いたダイナミック造影画像を
撮像した。DWIの 2つの b値(0,1000 sec/mm2）画像から算出される ADC値を
各ピクセル毎に画像化した。画像融合ソフトウェアを用い、T2 強調像で高信号
域及び低信号域に対して直径 3 ㎜以上のサイズの関心領域を設定し、ADC 値を
計測した。複数の領域がある場合は T2強調像高信号域、低信号域のそれぞれ最





れ 0.75 ± 0.18、1.77 ± 0.33、2.06 ± 0.32、1.88 ± 0.41であった。T2強調画像高
信号領域の ADC値は良性炎症性病変で他より有意に低値であった(p < 0.001)。
T2強調像低信号域における ADC値は、良性炎症性病変、良性非炎症性病変、悪
性炎症性病変、悪性非炎症性病変でそれぞれ 0.89 ± 0.15、1.31 ± 0.28、0.87 ± 
0.20、0.94 ± 0.27 であった。良性炎症性病変における T2 強調像低信号領域の
ADC 値は、悪性炎症性病変や悪性非炎症性病変と有意差はなかった（それぞれ













乳房MRI を撮像され、病理学的診断がついている 652 例の中から病変内に T2 強調像高
信号域が含まれる病変を抽出したところ、炎症性病変の大部分が含まれ（良性で 17例中 14








  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 10月 2日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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